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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定手段と、
　前記サブキャリヤごとに、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ推定
値を出力するＩＳＳＩ推定手段と、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力手段と、
　前記ＩＳＳＩ推定手段が出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力手段が入力した補
正係数を乗算する乗算手段と、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定手段と、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定手段と、
　を備えることを特徴とする受信品質推定装置。
【請求項２】
　前記補正係数入力手段が入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応して決定す
る補正係数決定手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の受信品質推定装置
。
【請求項３】
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　前記無線通信システムの環境はＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数であって、該ＰＵＳＣＨの
割り当てＲＢ数が所定の閾値より小さい場合に、前記補正係数を１より小さくすることを
特徴とする請求項２に記載の受信品質推定装置。
【請求項４】
　前記補正係数決定手段は、前記ＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数に対応付けて前記補正係数
を記憶する記憶手段を有することを特徴とする請求項３に記載の受信品質推定装置。
【請求項５】
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記サブキャリヤごとに、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ推定
値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　を備えることを特徴とする受信品質推定方法。
【請求項６】
　前記補正係数入力ステップにより入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応し
て決定する補正係数決定ステップをさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の受信
品質推定方法。
【請求項７】
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記サブキャリヤごとに、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ推定
値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　をコンピュータに実行させるための受信品質推定プログラム。
【請求項８】
　前記補正係数入力ステップにより入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応し
て決定する補正係数決定ステップをさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の受信
品質推定プログラム。
【請求項９】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の受信品質推定装置を含む無線通信装置であって
、
　前記受信品質推定装置のＳＩＲ推定手段が出力する前記ＳＩＲ推定値を用いて制御を行
なうことを特徴とする無線通信装置。
【請求項１０】
　前記ＳＩＲ推定値を用いて送信電力制御を行なう送信電力制御手段と、
　前記ＳＩＲ推定値を用いて伝送速度制御を行なう伝送速度制御手段との、
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　少なくとも一方を有することを特徴とする請求項９に記載の無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置における受信品質推定技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記技術分野において、特許文献１には、通信が開始されると、記憶されている干渉波
信号レベルのうちから通信が開始されたセクタに対応した干渉波信号レベルを読み出し、
この干渉波信号レベルを初期値として受信信号のＳＩＲ(Signal to Interference Ratio)
推定を行う技術が開示されている。ＳＩＲ推定は、ＲＳＳＩ(Received Signal Strength 
Indicator)推定値とＩＳＳＩ(Interference Signal Strength Indicator)推定値との比で
得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１５８４８７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、低ＳＮＲ(Signal to Noise power Ratio)環境下において、ＰＵＳＣＨ(
Physical Uplink Shared Channel)の割り当てＲＢ(Resource Block)数が少ない場合、Ｒ
ＳＳＩ推定の平均化対象となるサブキャリヤ数が少ないことから、ＲＳＳＩ推定値の分散
が大きくなってしまう。その結果として、ＳＩＲ推定値の分散も大きくなるため、送信電
力制御のＳＩＲ推定値の閾値判定が期待どおり行われないなどの問題がある。上記従来技
術では、この問題を解決することは出来ない。
【０００５】
　この対策として、両スロットのＤＭＲＳ(Demodulation Reference Signal)を利用し、
ＲＳＳＩ推定の平均化対象のサブキャリヤ数を増やすことで、ＲＳＳＩ推定値の分散を低
く抑える方法もある。しかし、近年の無線通信の高速化要求に伴い、処理速度の観点から
は片スロットのＤＭＲＳを用いてＳＩＲ推定を行う方法が望ましい。このように、受信品
質の推定精度と処理時間との間にはトレードオフが存在する。
【０００６】
　本発明の目的は、上述の課題を解決する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る受信品質推定装置は、
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定部と、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定部と、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力部と、
　前記ＩＳＳＩ推定部が出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力部が入力した補正係
数を乗算する乗算部と、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定部と、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定部と、
　を備えることを特徴とする。
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【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る受信品質推定方法は、
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　を備えることを特徴とする。
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明に係る受信品質推定プログラムが格納された非一時的
なコンピュータ可読媒体は、
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値を補正するための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　をコンピュータに実行させるための受信品質推定プログラムが格納されたことを特徴と
する。
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明に係る装置は、
　上記記載の受信品質推定装置を含む無線通信装置であって、
　前記受信品質推定装置のＳＩＲ推定部が出力する前記ＳＩＲ推定値を用いて制御を行な
うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、片スロットのＤＭＲＳを用いて、処理時間の増加無しにＳＩＲ推定値
の分散を低く抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る受信品質推定装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る無線通信装置のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る無線通信装置の受信品質推定処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第２実施形態に係る受信品質推定装置の構成を示すブロック図である。
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【図６】本発明の第２実施形態に係る無線通信装置のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る補正係数決定テーブルの構成を示すブロック図であ
る。
【図８】本発明の第２実施形態に係る無線通信装置の受信品質推定処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の第２実施形態に係る補正係数決定処理の手順を示すフローチャートであ
る。
【図１０】本発明の第３実施形態に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施の形態について例示的に詳しく説明する。ただ
し、以下の実施の形態に記載されている構成要素はあくまで例示であり、本発明の技術範
囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００１４】
　［第１実施形態］
　《受信品質推定装置の構成》
　本発明の第１実施形態としての受信品質推定装置１００について、図１を用いて説明す
る。図１に示すように、受信品質推定装置１００は、チャネル推定部１０１と、ＩＳＳＩ
推定部１０２と、補正係数入力部１０３と、乗算器１０６と、ＲＳＳＩ推定部１０４と、
ＳＩＲ推定部１０５と、を含む。
【００１５】
　チャネル推定部１０１は、受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行っ
てチャネル推定値１０１ａを出力する。ＩＳＳＩ推定部１０２は、チャネル推定値１０１
ａを入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ推定値１０２ａを出
力する。補正係数入力部１０３は、ＩＳＳＩ推定値１０２ａのための補正係数を入力する
。乗算器１０６は、ＩＳＳＩ推定部１０２が出力したＩＳＳＩ推定値１０２ａに補正係数
入力部１０３が入力した補正係数１０３ａを乗算する。ＲＳＳＩ推定部１０４は、チャネ
ル推定値１０１ａと補正係数が乗算されたＩＳＳＩ推定値１０６ａとを入力し、補正され
たＩＳＳＩ推定値１０６ａを受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、ＲＳＳ
Ｉ推定値１０４ａを出力する。ＳＩＲ推定部１０５は、ＲＳＳＩ推定値１０４ａとＩＳＳ
Ｉ推定値１０２ａとを入力し、ＲＳＳＩ推定値１０４ａとＩＳＳＩ推定値１０２ａとの比
を計算することで、ＳＩＲ推定値１０５ａを出力する。
【００１６】
　本実施形態によれば、片スロットのＤＭＲＳを用いて、処理時間の増加無しにＳＩＲ推
定値の分散を低く抑えることができる。
【００１７】
　《無線通信システムの構成》
　図２は、本実施形態に係る無線通信システム２００の構成を示すブロック図である。
【００１８】
　図２の無線通信システム２００は、無線通信を行なう１つの基地局２１０と１つの移動
局２２０とにより表わされている。しかしながら、その数に制限はない。なお、図２の基
地局２１０と移動局２２０とにおいては、受信品質推定値であるＳＩＲ推定値を用いて送
信電力制御を行なう。その他の基地局２１０と移動局２２０との特有の処理を行なう機能
構成部については、本発明の特徴部分では無いので省略されている。
【００１９】
　基地局２１０は、他の無線通信局との無線通信を制御する無線制御部２１１を有する。
無線制御部２１１からの信号は受信部２１２で受信されて、受信信号が外部に出力される
と共に、受信品質推定部１００－１に送られる。受信品質推定部１００－１は、図１の受
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信品質推定部１００を基地局２１０で使用したものである。受信品質推定部１００－１か
らの受信品質推定値であるＳＩＲ推定値１０５ａ－１は送信電力制御部２１３に送られる
。送信電力制御部２１３では、例えば、ＳＩＲ推定値１０５ａ－１に従って、送信元の移
動局２２０に対してＴＰＣ(Transmit Power Control)ビットを送って移動局２２０の送信
電力を適切に制御する。ＴＰＣビットと送信信号は、送信部２１４で適切にフォーマット
されて、無線制御部２１１を介してアンテナ２１５から移動局２２０に無線送信される。
【００２０】
　一方、移動局２２０も同様である。他の無線通信局との無線通信を制御する無線制御部
２２１を有する。無線制御部２２１からの信号は受信部２２２で受信されて、受信信号が
外部に出力されると共に、受信品質推定部１００－２に送られる。受信品質推定部１００
－２は、図１の受信品質推定部１００を移動局２２０で使用したものである。受信品質推
定部１００－２からの受信品質推定値であるＳＩＲ推定値１０５ａ－２は送信電力制御部
２２３に送られる。送信電力制御部２２３では、例えば、ＳＩＲ推定値１０５ａ－２に従
って、送信元の基地局２１０に対してＴＰＣ(Transmit Power Control)ビットを送って基
地局２１０の送信電力を適切に制御する。ＴＰＣビットと送信信号は、送信部２２４で適
切にフォーマットされて、無線制御部２２１を介してアンテナ２２５から基地局２１０に
無線送信される。
【００２１】
　本実施形態の無線通信システムによれば、ＳＩＲ推定値の分散が抑えられるので、送信
電力制御の急激な変化を抑えることが出来る。
【００２２】
　《無線通信装置のハードウェア構成》
　図３は、本実施形態に係る無線通信装置３００のハードウェア構成を示すブロック図で
ある。ここで、無線通信装置３００は、基地局２１０と移動局２２０とのいずれにも適用
可能な構成要素を示す。図３では、基地局２１０と移動局２２０に特有の制御に関連する
機能構成部は、本発明の特徴に直接関連がないので省略されている。
【００２３】
　図３で、ＣＰＵ３１０は演算制御用のプロセッサであり、プログラムを実行することで
図２の各機能構成部を実現する。ＲＯＭ３２０は、初期データ及びプログラムなどの固定
データ及びプログラムを記憶する。無線制御部２１１，２２１は、図２に示した他の無線
通信局と無線通信するための制御部である。
【００２４】
　ＲＡＭ３４０は、ＣＰＵ３１０が一時記憶のワークエリアとして使用するランダムアク
セスメモリである。ＲＡＭ３４０には、本実施形態の実現に必要なデータを記憶する領域
が確保されている。３４１は、他の無線通信局から受信した受信データである。３４２は
、他の無線通信局に送信する送信データである。３４３は、ＳＩＲ推定値に対応して生成
され、送信データ３４２と共に送信先の無線通信局に送られる送信電力制御データ（例え
ば、ＴＰＣビット）である。３４４は、推定されたチャネル推定値である。３４５は、推
定されたＩＳＳＩ推定値である。３４６は、推定されたＲＳＳＩ推定値である。３４７は
、ＩＳＳＩ推定値３４５とＲＳＳＩ推定値３４６とから算出されたＳＩＲ推定値である。
７４８は、主に変数として記憶されるその他の通信制御パラメータである。
【００２５】
　ストレージ３５０は、データベースや各種のパラメータ、あるいは本実施形態の実現に
必要な以下のデータ又はプログラムが記憶されている。３５１は、ＩＳＳＩ推定値に乗算
される補正係数である。ここで、補正係数は１より小さな値である。かかる補正係数は外
部から設定も可能である。３５２は、主に固定値として記憶されるその他の通信制御パラ
メータである。ストレージ３５０には、以下のプログラムが格納される。３５３は、本無
線通信装置を制御する通信制御プログラムである。かかる通信制御プログラム３５３には
、各種のモジュールが含まれて、この無線通信装置を基地局として記憶させるか、移動局
として機能させるかが決定する。しかしながら、本実施形態では、受信品質推定値による
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送信電力制御について説明し、他の機能の説明は省略する。３５４は、受信品質推定値を
算出する受信品質推定モジュールである（図４参照）。３５５は、受信品質推定値に従っ
て送信電力制御を行なう送信電力制御モジュールである。３５６は、上述したような本実
施形態とは直接関連しない他の制御モジュールである。
【００２６】
　なお、図３には、本実施形態に必須なデータやプログラムのみが示されており、ＯＳな
どの汎用のデータやプログラムは図示されていない。
【００２７】
　《受信品質推定処理の手順》
　図４は、本実施形態に係る無線通信装置の受信品質推定処理の手順を示すフローチャー
トである。このフローチャートは、図３のＣＰＵ３１０がＲＡＭ３４０を使用しながら実
行し、図１の各機能構成部を実現する。
【００２８】
　まず、ステップＳ４０１において、受信信号のＤＭＲＳを用いて、サブキャリヤごとの
チャネル推定値を算出する。推定されたチャネル推定値は、次のように表される。
【００２９】
【数１】

　ただし、チャネル推定値"Ｈ"は複素数であり、"ｋ"はサブキャリヤ番号を表す。次に、
ステップＳ４０３において、サブキャリヤ単位のＩＳＳＩを推定する。算出されたＩＳＳ
Ｉ推定値は、次のように表される。
【００３０】
【数２】

　ただし、"σn2"は、サブキャリヤ単位の雑音電力を表す。次に、ステップＳ４０５にお
いて、ＩＳＳＩ推定値に補正係数を乗算する。補正されたＩＳＳＩ推定値は、次のように
表される。
【００３１】
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　ただし、"β"は補正係数(0.0＜β≦1.0)である。次に、ステップＳ４０７において、サ
ブキャリヤごとの受信電力から、補正されたＩＳＳＩ推定値を減算することにより、ＲＳ
ＳＩ推定値を算出する。サブキャリヤごとの受信電力は、チャネル推定値と自身の複素共
役を乗算することで、次のように表される。
【００３２】

【数４】

　サブキャリヤごとのＲＳＳＩ推定値は、受信電力からＩＳＳＩ推定値を減算することで
、次のように表される。
【００３３】
【数５】

　最後に、ステップＳ４０９において、ＲＳＳＩ推定値とＩＳＳＩ推定値からＳＩＲ推定
値を算出する。ＲＳＳＩ推定値はサブキャリヤごとの値であるため、割り当てサブキャリ
ヤで平均化すると、次の式のようになる。
【００３４】
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【数６】

　ただし、"ＮTx"は、ＰＵＳＣＨ割り当て帯域内のサブキャリヤ数である。平均化された
ＲＳＳＩ推定値とＩＳＳＩ推定値との比をとることにより、ＳＩＲ推定値を算出する。
【００３５】
【数７】

【００３６】
　［第２実施形態］
　次に本発明の第２実施形態に係る受信品質推定装置について、説明する。本実施形態に
係る受信品質推定装置は、上記第１実施形態と比べると、補正係数決定部を有する点で異
なる。補正係数決定部は、動作中は変化の無い第１実施形態と異なり、無線通信システム
が置かれた環境により動作中も適応的に変化する。例えば、低ＳＮＲ環境下において、Ｐ
ＵＳＣＨの割り当てＲＢ数が少ない場合に、補正係数を小さくする。その他の構成及び動
作は、第１実施形態と同様であるため、同じ構成及び動作については同じ符号を付してそ
の詳しい説明を省略する。
【００３７】
　本実施形態によれば、片スロットのＤＭＲＳを用いて、処理時間の増加無しにＳＩＲ推
定値の分散を通信環境に適応して低く抑えることができる。
【００３８】
　《受信品質推定装置の構成》
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　図５は、本実施形態に係る受信品質推定装置５００の構成を示すブロック図である。
　受信品質推定装置５００は、通信環境に対応して補正係数５０７ａを決定する補正係数
決定部５０７を有する。補正係数入力部１０３は、補正係数決定部５０７から出力された
補正係数５０７ａを、補正係数１０３ａとして乗算器１０６に送る。他の構成要素は図１
と同様であるので、説明は省略する。
【００３９】
　《無線通信装置のハードウェア構成》
　図６は、本実施形態に係る無線通信装置６００のハードウェア構成を示すブロック図で
ある。ここで、無線通信装置６００は、基地局２１０と移動局２２０とのいずれにも適用
可能な構成要素を示す。図６では、図３と同様に、基地局２１０と移動局２２０に特有の
制御に関連する機能構成部は、本発明の特徴に直接関連がないので省略されている。以下
、図３と同様の構成には同じ参照番号を付して説明は省略し、異なる構成について説明す
る。
【００４０】
　ＲＡＭ６４０は、ＣＰＵ３１０が一時記憶のワークエリアとして使用するランダムアク
セスメモリである。ＲＡＭ６４０には、本実施形態の実現に必要なデータを記憶する領域
が確保されている。ＲＡＭ６４０には、図３の３４１～３４８の他に、通信環境に対応し
て決定された現在の受信品質推定に使用される補正係数６４１が記憶される。
【００４１】
　ストレージ６５０は、データベースや各種のパラメータ、あるいは本実施形態の実現に
必要な以下のデータ又はプログラムが記憶されている。ストレージ６５０には、図３の補
正係数３５１の代わりに、補正係数決定に使用される補正係数決定テーブル６５１が記憶
される。ストレージ６５０には、以下のプログラムが格納される。ストレージ６５０には
、図３の受信品質推定モジュール３５４の代わりに、補正係数決定の手順を含む受信品質
推定モジュール６５４が記憶される（図６参照）。また、受信品質推定モジュール６５４
に含まれ、補正係数決定を行なう補正係数決定モジュール６５５が付加されている。
【００４２】
　なお、図６には、本実施形態に必須なデータやプログラムのみが示されており、ＯＳな
どの汎用のデータやプログラムは図示されていない。
【００４３】
　（補正係数決定テーブルの構成）
　図７は、本実施形態に係る補正係数決定テーブル６５１の構成を示すブロック図である
。
【００４４】
　図７の補正係数決定テーブル６５１は、ＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数７０１に対応付け
て、補正係数β７０２の値が記憶されている。図７にように、補正係数β７０２は、ＰＵ
ＳＣＨの割り当てＲＢ数７０１が多い場合は"１．０"である。これは、ＰＵＳＣＨの割り
当てＲＢ数７０１が大きい、又は推定ＳＮＲが高い環境下では、平均化効果が高くなるこ
とによりＲＳＳＩ推定値の分散が小さくなるため、ＩＳＳＩ推定値の補正係数を"１．０"
に近づけることが望ましいからである。そして、７０３に示すように、ＰＵＳＣＨの割り
当てＲＢ数７０１が小さく（５以下に）なると次第に"１"より小さくなって、分散を小さ
く抑えるように制御する。
【００４５】
　《受信品質推定処理の手順》
　図８は、本実施形態に係る無線通信装置の受信品質推定処理の手順を示すフローチャー
トである。このフローチャートは、図６のＣＰＵ３１０がＲＡＭ６４０を使用しながら実
行し、図５の各機能構成部を実現する。図８において、図４と同様のステップには同じ参
照番号を付し、説明を省略する。
【００４６】
　図８においては、図４のステップＳ４０３とＳ４０５との間に、補正係数決定のステッ
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プＳ８０１（詳細は、図９参照）が追加される。ステップＳ４０５におけるＩＳＳＩ補正
係数乗算処理においては、ステップＳ８０１で決定された補正係数βが使用される。
【００４７】
　（補正係数決定処理の手順）
　図９は、本実施形態に係る補正係数決定処理（Ｓ８０１）の手順を示すフローチャート
である。
【００４８】
　まず、ステップＳ９０１においては、推定ＳＮＲが所定の閾値であるｘ[dB]以上である
かどうかを判定する。推定ＳＮＲがｘ[dB]以上であった場合、ステップＳ９０３において
、補正係数β＝１．０と決定する。推定ＳＮＲがｘ[dB]未満の場合、ステップＳ９０５に
おいて、図７の補正係数決定テーブル６５１に基づいて、ＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数７
０１から補正係数βを一意に決定する。
【００４９】
　［第３実施形態］
　次に本発明の第３実施形態に係る無線通信システムについて、説明する。本実施形態に
係る無線通信システムは、上記第１実施形態と比べると、送信電力制御部を伝送速度制御
部に置き換えた点で異なる。その他の構成及び動作は、第２実施形態と同様であるため、
同じ構成及び動作については同じ符号を付してその詳しい説明を省略する。
【００５０】
　本実施形態の無線通信システムによれば、ＳＩＲ推定値の分散が抑えられるので、伝送
速度制御の急激な変化を抑えることが出来る。
【００５１】
　《無線通信システムの構成》
　図１０は、本実施形態に係る無線通信システム１０００の構成を示すブロック図である
。上述のように、図２の送信電力制御部２１３，２２３を伝送速度制御部１０１３，１０
２３に置き換えただけで、他の構成は同様である。同様の構成要素には同じ参照番号を付
し、説明を省略する。
【００５２】
　基地局１０１０の伝送速度制御部１０１３は、受信品質推定部１００－１から出力され
た受信品質推定値であるＳＩＲ推定値１０５ａ－１に基づいて、伝送速度を制御する。ま
た、移動局１０２０の伝送速度制御部１０２３は、受信品質推定部１００－２から出力さ
れた受信品質推定値であるＳＩＲ推定値１０５ａ－２に基づいて、伝送速度を制御する。
【００５３】
　［他の実施形態］
　なお、上記実施形態では、本発明により得られた分散の小さいＳＩＲ推定値を用いた送
信電力制御と伝送速度制御とを説明したが、これに限定されない。ＳＩＲ推定値に基づい
たあらゆる制御において、本発明が適用され同様の効果を得ることは明らかである。
【００５４】
　また、本発明の実施形態について詳述したが、それぞれの実施形態に含まれる別々の特
徴を如何様に組み合わせたシステム又は装置も、本発明の範疇に含まれる。
【００５５】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用されても良いし、単体の装
置に適用されても良い。さらに、本発明は、実施形態の機能を実現する受信品質推定プロ
グラムが、システムあるいは装置に直接あるいは遠隔から供給される場合にも適用可能で
ある。したがって、本発明の機能をコンピュータで実現するために、コンピュータにイン
ストールされるプログラム、あるいはそのプログラムを格納した媒体、そのプログラムを
ダウンロードさせるＷＷＷ(World Wide Web)サーバも、本発明の範疇に含まれる。
【００５６】
　上述の実施の形態では、本発明をハードウェアの構成として説明したが、本発明は、こ
れに限定されるものではない。本発明は、任意の処理を、ＣＰＵ（Central Processing U
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nit）にコンピュータプログラムを実行させることにより実現することも可能である。
【００５７】
　また、上述したプログラムは、様々なタイプの非一時的なコンピュータ可読媒体（ｎｏ
ｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）を用
いて格納され、コンピュータに供給することができる。非一時的なコンピュータ可読媒体
は、様々なタイプの実体のある記録媒体（ｔａｎｇｉｂｌｅ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｍｅｄｉ
ｕｍ）を含む。非一時的なコンピュータ可読媒体の例は、磁気記録媒体（例えばフレキシ
ブルディスク、磁気テープ、ハードディスクドライブ）、光磁気記録媒体（例えば光磁気
ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－Ｒ／
Ｗ、半導体メモリ（例えば、マスクＲＯＭ、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯ
Ｍ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ）、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））を含む。また、プログラムは、様々なタイプの
一時的なコンピュータ可読媒体（ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａｄａ
ｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）によってコンピュータに供給されてもよい。一時的なコンピュー
タ可読媒体の例は、電気信号、光信号、及び電磁波を含む。一時的なコンピュータ可読媒
体は、電線及び光ファイバ等の有線通信路、又は無線通信路を介して、プログラムをコン
ピュータに供給できる。
【００５８】
　以上、実施の形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記によって限定され
るものではない。本願発明の構成や詳細には、発明のスコープ内で当業者が理解し得る様
々な変更をすることができる。
【００５９】
　この出願は、２０１１年３月３１日に出願された日本出願特願２０１１－０７８６５２
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【００６０】
　［実施形態の他の表現］
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
【００６１】
　（付記１）
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定手段と、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定手段と、
　前記ＩＳＳＩ推定値のための補正係数を入力する補正係数入力手段と、
　前記ＩＳＳＩ推定手段が出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力手段が入力した補
正係数を乗算する乗算手段と、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定手段と、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定手段と、
　を備えることを特徴とする受信品質推定装置。
（付記２）
　前記補正係数入力手段が入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応して決定す
る補正係数決定手段をさらに備えることを特徴とする付記１に記載の受信品質推定装置。
（付記３）
　前記無線通信システムの環境はＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数であって、該ＰＵＳＣＨの
割り当てＲＢ数が所定の閾値より小さい場合に、前記補正係数を１より小さくすることを
特徴とする付記２に記載の受信品質推定装置。
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（付記４）
　前記補正係数決定手段は、前記ＰＵＳＣＨの割り当てＲＢ数に対応付けて前記補正係数
を記憶する記憶手段を有することを特徴とする付記３に記載の受信品質推定装置。
（付記５）
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値のための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　を備えることを特徴とする受信品質推定方法。
（付記６）
　前記補正係数入力ステップにより入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応し
て決定する補正係数決定ステップをさらに備えることを特徴とする付記５に記載の受信品
質推定方法。
（付記７）
　受信信号を入力し、サブキャリヤごとにチャネル推定を行ってチャネル推定値を出力す
るチャネル推定ステップと、
　前記チャネル推定値を入力し、受信電力に含まれるＩＳＳＩ推定を行なって、ＩＳＳＩ
推定値を出力するＩＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定値のための補正係数を入力する補正係数入力ステップと、
　前記ＩＳＳＩ推定ステップから出力したＩＳＳＩ推定値に前記補正係数入力ステップに
より入力した補正係数を乗算する乗算ステップと、
　前記チャネル推定値と前記補正係数が乗算された前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記
補正されたＩＳＳＩ推定値を前記受信電力から減算することでＲＳＳＩ推定を行って、Ｒ
ＳＳＩ推定値を出力するＲＳＳＩ推定ステップと、
　前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳＳＩ推定値とを入力し、前記ＲＳＳＩ推定値と前記ＩＳ
ＳＩ推定値との比を計算することで、ＳＩＲ推定値を出力するＳＩＲ推定ステップと、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする受信品質推定プログラム。
（付記８）
　前記補正係数入力ステップにより入力する補正係数を無線通信システムの環境に対応し
て決定する補正係数決定ステップをさらに備えることを特徴とする付記７に記載の受信品
質推定プログラム。
（付記９）
　付記１乃至４のいずれか１項に記載の受信品質推定装置を含む無線通信装置であって、
　前記受信品質推定装置のＳＩＲ推定手段が出力する前記ＳＩＲ推定値を用いて制御を行
なうことを特徴とする無線通信装置。
（付記１０）
　前記ＳＩＲ推定値を用いて送信電力制御を行なう送信電力制御手段と、
　前記ＳＩＲ推定値を用いて伝送速度制御を行なう伝送速度制御手段との、
　少なくとも一方を有することを特徴とする付記９に記載の無線通信装置。
（付記１１）
　前記無線通信装置は、基地局として機能する装置又は移動局として機能する装置である
ことを特徴とする付記９又は１０に記載の無線通信装置。
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